
卵のキモチ

杉並区の公立学校の若手教員の方々に、子どもたち
や学校の現状についてお話しを聞きました。日常にお
ける教員の忙しさやボランティア・外部の人材の活用に
対する意見など、インタビューしていきました。また、
ゲストティーチャーなど学校と地域がつながることに
より、子どもたちが活気づく様子を話してくれました。
教員の方々の教育に対する情熱をひしひしと感じる

ことができました。

目指せ！スクールパラダイス

インタビューに応じてくれたのは、ゆう杉並で活動
している中・高校生運営委員会の中高生。学校生活や
先生、親子関係についてざっくばらんに語ってくれま
した。「どんな学校でも自分
たちがやる気を出せば楽
しくなる。」「もっと私
たちも学校運営に参
加したい！」という
積極的な意見も聞くこ
とができました。

平成14年2月から、杉並第一小、高井戸小、永福小、東田中のコンピュータルームが団体開放されました。
各学校の主催するパソコン講座で使用するほか団体利用も可能です。
団体登録の申請など詳細は：社会教育スポーツ課学校開放係
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教育委員会では、この度「教育改革アクションプラン」を策定しました。
この計画は未来を担う子どもたちが楽しく学び、思いやりの心とたくましく生きる力を育むことのでき
る教育の推進をめざしています。また、区民一人一人の生涯にわたる学習、文化、スポーツ活動が充実する
ための支援策をまとめています。
計画の策定にあたっては、杉並の教育に関わっている皆さまからたくさんのご意見をいただきました。

４回にわたって開催された「グループインタビュー」もその一つです。
今回は、活発な意見交換が行われたこのインタビューを振り返ります。

東京女子大学教職課程履修中の学生のみなさんに、

理想の教師像や教員をめざ

すきっかけとなった

エピソードなど

を伺いました。

「理想の教師

に欠かせない

のは、生徒と

の信頼関係で

す。」と力強い一言

が印象的でした。

もっと「教育改革アクションプラン」を知りたい方は…
計画のくわしい内容や公表した素案に対する皆さまからのご意見（182件）をまとめたものは、区公式ホーム

ページでご覧になれます。また、教育報臨時号（３月下旬発行）には計画の概要を掲載します。

学校の処方箋

Working パパ＆ママいーたいほーだい

杉並区内にある企業に勤務されているお父さん、お
母さんにお集まりいただきました。
民間人校長の登用や少人数学級による教育的効果、今
後の英語教育強化の必要性、日本人としてのアイデン
ティティを持つことの大切さなど教育について具体的
な議論が飛び交いました。
また、このインタビューを機に、教育行政と地域の

企業との新たな協働関係を築けていけたらと思える企
画となりました。



指定文化財

井口美世子家所蔵文書

下井草４－20－10
井口美世子宅

旧下井草村の井口家に伝わ
る文書で、明治中期から大
正・昭和初年に至る経営文
書が大半を占めます。下井
草の地主・商家の経営を伝
えるもので、杉並の村の暮
らしや産業史・商業史など
を知ることができます。

登録文化財

丸山遺跡土坑墓内出土
縄文土器

阿佐谷南1－15－1
区教育委員会

西荻北 2 -24の丸山遺跡で発見
された二基の土壙=墓に埋納さ
れていた縄文時代中期後半（約
4300年前）の深鉢土器です。科
学的分析により土器の内部に骨
が納められていたことが証明さ
れ、土壙であることが裏付けさ
れた数少ない例です。

木造弘法大師坐像

和泉4－18－17
文殊院

文殊院の本尊で元禄年間
（1688～1704）に高野山から
移されたという伝承を持ち
ます。室町時代の優れた肖
像彫刻で文殊院の古い歴史
を知る上でも貴重な作品で
す。

医王寺所蔵板碑群

上高井戸1－27－15
医王寺

文和五年（1356）から享徳二
年（1453）の約百年間に造立
された武蔵型板碑です。かつ
ての鎌倉街道沿いの地域に関
わる遺品と思われ、上高井戸
最南部及び周辺における中世
集落の形跡を伝える資料とし
て重要です。

名

称
所

在

概
　
　
　
　
　
要
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３つの発信（自分に発信・仲

間に発信・地域に発信）を通

して、「生きる力」を育む研

究を進め、その結果を発

表しました。5年生はお囃

子の会の方から学んだ東

田ばやしを地域の高齢の

方々に披露し、6年生は夢を

アニメで発信しました。こ

れは地域への発信の一例です。

これらを通して地域の自然

や人材を生かし、子どもた

ちの願いを大切にした学習

が生き生きと展開されま

した。

また、「ときめく・ひ

らめく・もとめる・みつ

める」という本校独自の

斬新な学習過程を創り出し

たことも研究の成果です。

桃井第一小学校では、自ら学び考え

る力を育てるために、教職員の専門性

を生かした協力指導

を全学年で実践して

いきました。学級、

学年の担当、専科な

どによる複数での指

導、グループ別の指

導など、子どもたち

の学習課題や活動に

応じた手厚い指導を

2月8日、中央図書館で開催中の「石井桃子展」に皇后陛下がお見えになられました。職員の説明を聞きな
がら約45分間、児童文学者・石井桃子さんの絵本の世界をご堪能されました。

杉並区教育委員会研究平成13年12月14日

研
究
主
題

自ら発信する子の育成
～生活科・総合的な学習の時間を通して～

研
究
年
度

平成12・
13年度

び、心地よく生活するために、友達の

気持ちや周囲の状況に気づき、考え、

行動する幼児を育てる」ことを指導の

重点とし、道徳教育の研究に取り組み

ました。

研究を進めるにあたり、教師は集団

のルールや決まりを教え論すというこ

とを急がず、幼児が自分で考え行動す

るなかで、幼児が実感をともなった

本園では、幼児が初めて出会う集団

生活を通して、「友達と共に楽しく遊

「道徳性の芽生え」を培うことを大切

にしたいと考えました。それには、教

師自身が幼児の心に寄り添う姿勢、適

切な指導・援助を常に工夫し、実践す

ることの大切さを学びました。

平成13年度の指定・登録文化財
が次のとおり決まりました。

東田小学校

平成13年12月11日

研
究
主
題

幼児の心に寄り添う教師のかかわり
－道徳性の芽生えを培うために－

研
究
年
度

平成13年度
成田西幼稚園

平成13年10月30日

研
究
主
題

自ら学び考
協 力 的

桃井第一小学校
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

井
口
美
世
子
家
所
蔵
文
書

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～



には、その組織の活動のうち、環境

に影響を与えているものを洗い出

し、さらにその中から、著しい影響

を与えるものを特定する必要があり

ます。

「ひととのふれあい」「いのちのふれ

あい」「こころのふれあい」をテー

マに授業をすすめ

る中で、自分を大

切にする、友達を

大切にする、地域

を大切にする子ど

もの育成を考えま

した。

６年生は保育園や幼稚園で幼児と

交流を行い、ふれあいの家では高齢

の方々と接することで礼儀の大切さ

大宮小学校では、上記の主題のも

とに、「かかわり合う体験を楽しみ、

広げ、深める活動」を追求し、その

成果を発表しました。

特に２年目には、低学年は「物作

り」、３～６年生は「地域の方々と

の交流」「児童館を活用しての園児、

他校の児童との交流」「自国の文化

の理解や様々な国の留学生との交

流」を通して、実践を積み重ねてき

ました。

子どもたちは、授業を通し自分を

思いきり表現したり、共感して相手

を受け止めたり、伸びやかな気持ち

で自分の振り返りができました。

研究発表会においても、工夫を凝

らしたプレゼンテーションが大変効

果的でした。

を学習してきました。また、公開授

業では地域の多くの方々にご協力い

ただき、永福小学校が

「地域の学校」である

ことを実感する機会と

なりました。

発表会当日は、児童

の学習活動を評価する

規準を明示した「評価

の観点」についての報告がされ、今

後の授業展開の方向性も示されまし

た。
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済美教育研究所による環境学習やネットリテラシー学習のためのホームページ「杉並子ども交流広場」を
開設しました。ぜひ学習教材の１つとしてご活用ください。
アドレスは http://members.home.ne.jp/seiken1/です。

奨励校（園）発表会報告

平成13年12月４日

研
究
主
題

かかわり合い 学び合い
育ち合う子の育成

－体験し表現する活動を通して－

研
究
年
度

平成12・
13年度

大宮小学校

平成13年12月７日

研
究
主
題

であう もとめる つなぐ
－豊かに生きる子どもの育成－

研
究
年
度

平成12・
13年度

永福小学校

考える力を育てる
な 指 導 の 実 践

研
究
年
度

平成12・
13年度

〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜
・
〜

工夫して取り組みました。

発表当日は学年合同・少人数による

授業や、本校元校長

や卒業生、杉並盲人

協会や手話サーク

ル、保護者の方々な

どのゲストティーチ

ャーによる授業等、

全学級で様々な協力

的な指導の授業を公

開しました。

ISO14001の規格では、環境マネジ

メントシステムを作成する際に、

「環境目的（＝環境への負荷を減ら

すことや環境保全についての中長期

的なテーマ）」と、「環境目標（＝そ

の環境目的を実現するための単年度

ごとの具体的な数値）」を定めるこ

とが義務付けられています。（例え

ば、目的では「エネルギー削減」、

目標では「エネルギー前年度比－

○％削減」のような表現が一般的で

す。）そしてこれらを設定するため

－現状調査と行動計画の策定－

教育委員会では、１月以降、学校や

図書館などの各施設や各主管課の活

動のうち、環境に影響のあるものに

ついての調査を行ってきました。現

在、エネルギー・資源利用についての

データ収集はほぼ終了し、その傾向

把握などを進めているところです。

今後は、その結果に基いて「環境

目的」・「環境目標」を設定し、さ

らには、その達成のため、それぞれ

の施設・主管課ごとに必要な「行動

計画」を策定する予定です。

・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・

データ等調査グループの会議の様子



・「名探偵コナン
―時計じかけの摩天楼―」

４月６日（土）午後２時から
【会場】郷土博物館視聴覚室

※定員80名（希望者は直接会場へ。）

その他にも多数予定しています。

上映日時・上映作品等詳細につい

ては、郷土博物館へおたずねくだ

さい。

・パラパラアニメ体験
４月２７日（土）～２９日（月）
午後１時３０分～４時３０分
【会場】郷土博物館特設会場

郷土博物館企画展関連イベント

－　－ すぎなみ 教　育　報 （第164号）平成14年３月15日4

「子ども博物館教室」は、郷土博

物館で毎月第２土曜日に行われてい

ます。平成13年度の教室もあと２回

を残すのみとなりました。

この日の教室は扇づくりに挑戦。

区内の扇職人の方から指導をうけな

がら、大・小様々な扇を作成してい

きます。金粉をまぶしたり、花の絵

を描いたり、オリジナルのすてきな

扇ができあがりました。

参加者の子どもたちの声を聞いて

区立図書館と郷土博物館は現在、

毎週月曜日と第３木曜日が定期休館

日となっています。また、月曜日が

祝日と重なった場合は月曜日、翌日

の火曜日が休館となっています。

平成14年４月から月曜日と祝日

（振替休日も含む）が重なった場合

には、月曜日は開館し、翌日の火曜

日が休館となります。なお、開館時

間は日曜日や今までの祝日と同様、

午前９時から午後５時です。

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

みました。「うどんづくりをやった。自分で

臼をひいてとても楽しかったよ。」「土器を作

って、今度は野焼きをするのが楽しみです。」

平成14年度も「子ども博物館教

室」を実施します。あ

なたも、郷土博

物館で体験学

習してみませ

んか？

「ロボット杉並21」を開催します…3月23日（土）、24日（日）に科学教育センターにてロボットコンテスト、
ロボット絵画コンテスト、製作ロボット発表会等を実施します。英知の結集された作品が見どころです。

お問合せ：科学教育センター　TEL 3396-4391

装置）の実演です。ビュアー（拡大

透視装置）とは、アニメのフィルム

を編集する時に試写する機械です。

また、企画展では、毎週土曜日午後

１時30分～４時30分にセル画作成の

一部を体験することができます。

アニメの世界を楽しむことができ

るこの企画展。５月６日まで開催し

ています。

２月９日、東田小学校の６年生が

作成した環境をテーマにしたアニメ

の上映も行われ、賑々しく幕を開け

たこの企画展。

さっそく会場へ足を踏み入れると、

ムーミンやルパン三世などなつかし

のアニメのセル画が多数展示してあ

りました。来場されていた大人の

方々からは「このシーン、なつかし

いねー。」との声が聞こえてきました。

子どもたちが集まってじっと観察

していたのは、ビュアー（拡大透視

昔の生活昔の生活、、体験しよう！体験しよう！
郷土博物館

「子ども博物館教室」
参加者募集

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

区立図書館及び郷土博物館
月曜でも祝日は開館します

企画展・子ども博物館教室のお問合せ先
郷土博物館　TEL03－3317－0841
〒168－0061 杉並区大宮１－20－８

郷土博物館企画展

人気アニメは
こうして生まれた

－東京ムービー阿佐ヶ谷時代－

平成14年度

募集要項▲

5 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

※○で囲まれている
ところは、午後5
時に閉館します。

※網掛けのところは、
休館日です。
4月29日（月）・
5月 6日（月）は、
開館します。

【期　間】 平成14年４月～平成15年３月の第２土曜日（毎月）
【対　象】 新小学４年生～中学３年生で毎回参加可能な方
【定　員】 20名
【内　容】 うどんづくり、わら草履づくり、土器づくりなど
【申込方法】往復はがきに「博物館教室」と明記し、住所、氏名、

電話番号、学校名、４月からの新学年を書いて、
３月31日（必着）までに郷土博物館へ。

扇づくりに奮闘中！



児 童 ・ 生 徒 の 文 化 活 動 を 表 彰 　
★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

★ ★ ★ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ★ ★ ★ ★ ★
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スポーツの普及と振興を図ることを目的に、国、関東地区、東京都の体育大会において優秀な成績をおさ
めた方々を顕彰しています。（平成13年度スポーツ栄誉賞　40組 215名）

平成13年度杉並区立学校文化栄誉顕彰

東原中学校放送部

杉並区立学校文化栄誉顕彰とは、杉並区立幼稚園、小・中学
校、養護学校に在籍する児童・生徒が文化活動に関し優秀な成
績を収めた場合に、その栄誉を顕彰することによって、文化活
動の振興を図ることを目的とした制度です。
今年度も多くの児童・生徒が受章となりました。おめでとう
ございます。

●平成14年度の委託開始校について
平成13年９月から、給食調理業務の
民間委託を小学校１校、中学校２校に
おいて実施しています。平成14年４月
からは、松庵小学校、堀之内小学校、
井荻中学校、和田中学校の４校を新た
に加えた計７校で実施する予定です。
既実施校での給食は、使用できる食
器数の増加や箸とスプーン等の併用が
できるようになったことにより、おか
ずの組合せが豊富になるなど、児童・
生徒にも好評です。
また、委託する学校ごとに、学校関

係者や保護者、受託会社からなる「学
校給食運営協議会」を設置し、保護者、

児童・生徒の意見も反映させながら、
よりおいしい給食をめざします。
●実施校の給食の様子

既に民間委託が実施されている高円
寺中学校の給食の様子をのぞいてみま
した。この日の献立はごはん、みそカ
ツ、炒め野沢菜、けんちん汁、牛乳コ
ーヒーでした。生徒たちは楽しみにし
ていた新しいメニュー、みそカツをお
いしく食べていました。
「高円寺中の給食は好きですか？」
と質問したところ、多くの生徒たちは

「好き！」と答えてくれました。ちな
みに、人気のあるメニューは、みそラ
ーメンなどの麺類です。
また、新メニューの五平餅や１年ぶ
りのいかめしも好評でした。
栄養士の方にもお話を何いました。

できるだけ生徒から意見を聞いたり、
おかずの残り具合などを確認しなが
ら、献立をたてる際の参考にしている
そうです。高円寺中の給食は、１週間
にごはんが２回、パンが２回、麺類が
１回。生徒たちが飽きることがないよ
う、また、栄養のバランスにも十分配
慮した献立が工夫されています。栄養
士や調理員の方が衛生面に気を配り、
様々な工夫を凝らしているおかげで、
生徒たちはクラスメイトや先生と楽し
く給食を味わっています。

杉並第一小学校　4年
福田　侑可
杉森中学校　1年
福田　貴士
東田小学校　6年
伊丹　和希子
沓掛小学校　3年
岡本　倫和
高井戸小学校　6年
中村　薫
高井戸小学校　6年
西村　美穂
高井戸第四小学校　5年
萩原　華織
高井戸第四小学校　5年
駒田　茉莉子
杉森中学校　3年
河原　明子
杉森中学校　2年
神谷　昴
杉森中学校　2年
佐藤　茜
東田中学校　3年
石原　美樹子
高井戸中学校　3年
澁谷　裕理

高井戸中学校　3年
桐野　瑶子

泉南中学校　2年
結城　亜寿香
杉並第三小学校
新聞掲示委員会
高井戸第四小学校

東原中学校放送部

中瀬中学校コーラス部

中瀬中学校吹奏楽部

高井戸中学校吹奏楽部

第5回図書館を使った調べる学習賞コンクール
公共図書館部門　優秀賞

第11回地球にやさしい作文・活動報告コンテスト
奨励賞（小学生の部）
第10回全国小学生作文コンクール
「わたしたちのまちのおまわりさん」佳作
第40回かんぽ作文コンクール
東京都知事賞
第40回かんぽ作文コンクール
東京郵政局長賞
平成13年度「地球・夢・未来-石油の作文コンクール」
審査委員長賞
平成13年度「地球・夢・未来-石油の作文コンクール」
審査委員長特別賞
「がんばれ！こどもエコクラブ」第7回
全国環境ポスターコンクール　優良賞（絵画部門）
「がんばれ！こどもエコクラブ」第7回
全国環境ポスターコンクール　優良賞（絵画部門）
「がんばれ！こどもエコクラブ」第7回
全国環境ポスターコンクール　優良賞（絵画部門）
第11回地球にやさしい作文・活動報告コンテスト
優秀賞（中学生の部）
平成13年度（第35回）中学生の「税についての作文」
全国納税貯蓄組合連合会優秀賞
東京納税貯蓄組合総連合会会長賞
杉並区長賞
平成13年度（第35回）中学生の「税についての作文」
東京都主税局長賞
東京納税貯蓄組合総連合会会長賞
杉並税務署長賞
平成13年度薬物乱用防止ポスター・標語東京都
選考ポスター部門　優良賞
第28回東京都小・中学校新聞コンクール
入選（小学校・学校新聞の部）
平成13年度「地球・夢・未来-石油の作文コンクール」
最優秀学校賞
第22回東京都中学校放送コンテスト
ラジオ番組部門優勝
総合部門第二位
平成13年度（第68回）NHK全国学校音楽コンクール
東京都コンクール予選中学校の部　銀賞
第41回東京都中学校吹奏楽コンクール
Ｂ組金賞
第41回東京都中学校吹奏楽コンクール
Ｂ組金賞

氏名・団体名 功績概要
平成13年度文化栄誉顕彰受章者 （敬称略）

楽しい
校内放送を製作しています

文化栄誉顕彰受章者のなかから、東原中学校放送部の活
動を紹介します。
東原中放送部は、東京都中学校放送コンテストのラジオ

番組部門で優勝、総合部門では第２位とすばらしい成績を
おさめました。
現在部員は23名。毎日昼食時に流れる校内放送「サウン

ドイースト」の製作を行っています。約10分間の番組の内
容は、特集、生徒や先生のインタビュー、歌、クイズとバ
ラエティーに富んでいます。みんなが参加できる番組とし
て、大変好評です。
今年も大会の出場に向けて、部員

一丸となってがんばっています。
最後に、４年連続文化栄誉顕

彰受章の感想を聞いてみたと
ころ、「自分たちの日常の活動
が認められてうれしいです。
受章は大変励みになります。」
と笑顔で答えてくれました。

平成14年度学校給食調理業務の
民間委託実施校が決定しました

平成14年度学校給食調理業務の
民間委託実施校が決定しました

受章者の活動紹介



学級担任との連携による全学級への栄養指導や給食
だよりをとおして家庭への食生活指導など、学校給食
への理解、調理業務の研究に努力している。
東京都学校給食優良学校受賞（11年度）
文部省全国学校給食優良校受賞（12年度）

情緒障害通級学級において、生徒ひとりひとりの
特性をきめ細かく考慮し、保護者からの信頼もあつ
い。ＬＤ及びＡＤＨＤ研究においては、全国でも高
い評価を得ている。

杉並区教育委員会教職員表彰が２月12日に行われました。今年度は、杉並

の教育に貢献された教職員４名と小学校１校に教育表彰が、また、教職員24

名に功労表彰が贈られました。当日は、平成13年度研究奨励校（園）５校に対

しても、感謝状が贈呈されました。

－　－ すぎなみ 教　育　報 （第164号）平成14年３月15日6

【教育行政窓口の開設】教育委員会では、法律の改正により庶務課に「教育行政窓口」を設
けました。これまでの区政相談課で行う区政相談とともに、相談窓口としてご活用ください。 7

古紙配合率70％再生紙を使用しています。

●平成13年度功労表彰受賞者
〈敬称略、順不同〉

●平成13年度教育表彰受賞者（学校） 〈敬称略、順不同〉

校 名 功 績 概 要

杉
並
第
十
小
学
校

理科の学習をとおして子どもたちに自然の大切

さや親しむ喜びを指導。第1回ソニー子ども科学教

育プログラムプロジェクト校に入選。

桃井第一小学校

教職員個々の専門性や持ち味を生かしながら、学校全体の指

導力を高めるため、学級・学年の枠を超えての交換授業や外部

指導者との協力による授業などを実践した。

第46回才能開発実践教育賞受賞

学　校　名 功　績　概　要

職種・
役職名

教諭

氏　　名

小野　正裕

平成13年度教職員表彰を受賞された杉並第十小
学校の小野正裕先生の授業におじゃましまし
た。この日、小野先生が担当する６年１組
の１、２時間目は理科の授業でした。
現在６年生は、天体について学習中です。
小野先生の専門教科ということで、授業に
も熱が入ります。実際に観察する前に星座
がどういった動きをするのか、子どもたち
は予想を発表しました。その予想や星座早見
を見ながら、先生は星座の動きを説明していき
ます。
ところで、杉十小は理科活動がとても盛んな学校で、これから行われる教育計
画が評価され、「ソニー子ども科学教育プログラム」の入選プロジェクト校に選
ばれました。小野先生は、こういった理科活動にも大変貢献しています。
休み時間中、６年１組の子どもたちに小野先生やクラスについてインタビュー
してみました。「小野先生ってどんな先生かな？」質問を投げかけるとたくさん
の子どもたちが次々に答えてくれました。小野先生は普段はおもしろいけれど、
実は怒るとこわい先生に変身するそうです。やさしさと厳しさを兼ね備えている、
それが小野先生の魅力です。そんな小野先生を中心に団結しているという６年１
組。卒業まで残りわずかな小学校生活を元気いっぱいにすごしています。

教職員表彰受賞者小野正裕先生ってこんな先生！

所属学校名 職種・
役職名 氏　　名

杉並第一小学校
杉並第七小学校
杉並第十小学校
桃井第一小学校
桃井第三小学校
荻 窪 小 学 校
永 福 南 小 学 校
高 円 寺 中 学 校
杉並第七小学校
西 荻 北 幼 稚 園
杉並第二小学校
杉並第十小学校
西 田 小 学 校
桃井第四小学校
荻 窪 小 学 校
高 井 戸 小 学 校
高井戸第二小学校
浜 田 山 小 学 校
和 泉 小 学 校
新 泉 小 学 校
高 井 戸 中 学 校
桃井第一小学校
桃井第一小学校
高 井 戸 中 学 校

校 長
校 長
校 長
校 長
校 長
校 長
校 長
校 長
教 頭
教 頭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
教 諭
養護教諭
事 務
事 務

伴　　健利
樋口　和人
平部　武彦
片岡　眞幸
平林　俊彦
橋本　昭夫
小　　　佑
嶋津　　謙
浅海　芳則
清水　和子
佐々木幹夫
鈴木　洽子
浅野　慶子
堀 　 紀 子
奥原　治代
佐々木千代子
伊藤　八郎
叶谷　雅子
橋美千惠

石黒　　保
足立　知子
永渕嘉代子
島津　悦子
三浦　邦敏

平成13年度　杉並区教育委員会教職員表彰

中
瀬
中
学
校

教諭 月森　久江

桃
井
第
三
小
学
校

児童の健康づくりの授業を積極的に実施。ラン
チルームを活用し地域のお年寄りや保育園児との
交流など開かれた給食指導を行った。
東京都学校給食優良学校受賞（12年度）
文部科学省全国学校給食優良校受賞（13年度）

栄養士 野口　つゆ子

桃
井
第
五
小
学
校

栄養士 笹原　道子

教育委員会の動き

13年12月～14年2月
【教育委員会開催状況】
定 例 会 ５回
臨 時 会 １回
議 　 案　 22件（全議案可決）
報告事項 30件

【審議した主な内容】
○教育改革アクションプランの決
定について
教育委員会が実行すべき施策
の計画目標（平成14年度～16
年度）を決定した。

○杉並区立科学教育センターの設
置目的等の変更について
平成14年度から科学教育セン
ターは施設の位置付けを学校
教育支援中心から全区民対象
の生涯学習施設に変更するこ
ととした。これに合わせ、施
設の名称も変更する。

○杉並区立学校校外施設の廃止に
ついて
校外施設のあり方の見直しを
行い、施設の老朽化と今後の
利用見通し等により、菅平学
園の廃止を決定した。

高 

崎 


